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13th Annual Energy Efficiency
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（ Trend. Ecol. Evol., 17: 242-243）
で、深海における最近の漁業活動
とその影響を総括し、このままの
状況が続けば、近い将来において
深海の生物資源が壊滅的な状況に
追い込まれることを強調し、早急
に国際的な対策を取るべきである
と主張している。つまり、陸棚等
の浅海域と異なって、深海では水
温が低く、餌料も乏しいので、深
海性生物は生長が遅く、寿命が長
い。したがって、これら深海性生
物の資源の更新には長い時間を必
要とするので、深海性生物は鉱物
と同様に非生物資源とみなした扱
いをすべきとしている
しかし残念ながら、現在、深海
漁業に対する規制はほとんど行な
われていない。一部の水域では深
海漁業が急激に展開している状況
を考えると、早急な対策が望まれる。
（三重大学生物資源学部　関口
秀夫氏）
